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研
究
ノ
ー
ト大

庄
屋
文
書
か
ら
見
た
酒
田
の
世
相
（
十
二
）

須
藤　

良
弘

　

酒
田
の
内
町
組
大
庄
屋
・
伊
東
家
と
米
屋
町
組
大
庄
屋
・
野
附
家
の
文
書
（
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
所
蔵
）
か
ら
で
、
原
文
の
句
読
点
は
筆

者
が
付
け
加
え
て
い
る
。

一
、
酒
田
湊
と
蝦
夷
地
と
の
交
易

　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
四
月
、「
公
義
御
役
人
箱
館
御
奉
行
支
配
組
頭
河
津
三
郎
太
郎
殿
」
が
箱
館
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
、「
今
度
、

海
岸
見
分
、
酒
田
湊
取
調
」
の
た
め
、
新
潟
経
由
で
酒
田
に
止
宿
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

庄
内
藩
で
は
こ
の
一
行
の
来
酒
に
気
を
使
っ
た
よ
う
で
、
酒
田
町
奉
行
・
阿
倍
傳
大
夫
に
越
後
か
ら
の
動
静
を
伝
え
て
い
る
。
さ
ら

に
、
御
公
儀
役
人
通
行
の
際
の
前
例
を
調
べ
、「
酒
田
御
止
宿
之
節
、
銀
子
三
枚
・
鯣
弐
連
・
別
段
庄
内
織
上
下
地
弐
端
。
酒
田
御
家
中
之

内
、
御
使
者
被
仰
付
。
御
下
役
江
者
金
三
百
疋
」
な
ど
「
御
贈
可
被
成
」。
吹
浦
の
難
所
「
三
崎
峠
御
荷
物
歩
行
夫
持
ニ
而
、
殊
之
外
難
渋
」

と
し
て
、「
御
荷
物
等
ハ
船
廻
ニ
而
」
差
し
障
り
の
な
い
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
。
酒
田
に
は
一
泊
で
、
宿
泊
先
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
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本
間
家
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
酒
田
止
宿
の
時
、「
酒
田
本
間
よ
り
同
所
江
出
店
開
キ
度
よ
し
ニ
茂
、
御
聞
及
被
成
候
」
と
、
本
間
家
か

ら
箱
館
へ
の
出
店
願
い
を
河
津
が
承
諾
し
て
い
る
。
本
間
家
は
津
軽
に
出
店
を
持
つ
が
、
函
館
に
出
店
を
開
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

河
津
が
酒
田
到
着
以
前
に
庄
内
藩
を
通
し
て
、
酒
田
湊
の
現
状
と
蝦
夷
地
と
の
交
易
に
つ
い
て
の
報
告
を
求
め
ら
れ
、
問
屋
は
次
の
よ
う

に
報
告
し
て
い
る
（
野
附
家
文
書
『
安
政
五
年
御
用
控
』）。

　
「
一
、
湊　
　

浅
深
何
百
石
迄
之
船
、
何
艘
程
碇
泊
相
成
候
哉　

但
、
何
向
ニ
而
、
何
風
き
ら
ひ
候
哉
、
箱
館
海
上
何
里
有
之
候
哉
」。
湊

に
ど
の
く
ら
い
の
大
き
な
船
が
何
艘
停
泊
で
き
る
か
。
湊
口
は
ど
ち
ら
の
方
向
で
、
ど
ん
な
風
向
き
を
き
ら
う
か
。
箱
館
ま
で
海
上
何
里
か
。

　
「
此
御
答　
　

酒
田
湊
よ
り
最
上
・
村
山
郡
船
町
河
岸
迄
川
路
六
拾
弐
里
程
〜
、
右
船
町
よ
り
上
者
小
川
ニ
而
、
酒
田
川
船
通
相
成
不
申
候
。

　

浅
深
之
儀
者
、
当
時
六
尺
五
寸
位
御
座
候
得
と
も
、
時
々
相
変
候
儀
御
座
候
、
〜
、
海
船
川
口
之
儀
ハ
千
弐
、
三
百
石
よ
り
百
石
以
下
大

小
取
合
、
凡
百
七
拾
艘
位
碇
滞
船
繋
留
罷
成
申
候
。　

当
湊
ハ
亥
戌
之
方
ニ
向
申
候
、
海
船
入
津
滞
船
中
者
、
午
羊
之
風
難
義
仕
候
、
松
前
・

箱
館
迄
海
上
里
数
百
二
、三
拾
里
位
、
同
所
城
下
迄
百
弍
拾
里
位
、
同
向
岸
ま
で
百
拾
里
位
御
座
候
」。
最
上
川
舟
運
で
は
船
町
川
岸
（
現
山

形
市
）
ま
で
約
六
十
二
里
、
こ
れ
よ
り
上
流
は
小
川
で
通
れ
な
い
。
湊
の
深
さ
は
六
尺
五
寸
位
だ
が
、
時
々
変
わ
る
。
海
船
は
千
三
百
石
積

み
以
下
百
七
十
艘
位
停
泊
で
き
る
。
湊
口
は
北
西
向
き
で
、
停
泊
中
の
海
船
は
南
南
西
の
風
に
難
儀
す
る
。
函
館
方
面
へ
の
里
数
な
ど
を
答

え
て
い
る
。

　
「
一
、
蝦
夷
地
産
物　

鯡
粕
・
鱒
・
鮭
、
其
外
と
も
一
ケ
年
何
程
位
、
凡
入
津
相
成
候
哉　

但
、
何
品
多
分
ニ
売
捌
候
哉
、
石
数
承
知
致

度
候　
　
　

御
答　

松
前
産
物
多
取
捌
候
分
ハ
鯡
ニ
御
座
候
、
其
外
荷
品
別
紙
凡
取
調
申
上
候
」。
蝦
夷
地
か
ら
の
取
扱
品
に
つ
い
て
の
質

問
に
、
松
前
の
に
し
ん
が
多
い
と
し
、
そ
の
外
の
品
目
と
数
量
は
別
紙
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
な
ん
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
物
も

あ
る
が
、
ほ
っ
け
・
松
前
く
じ
ら
な
ど
も
入
っ
て
い
る
。

　
「
一
、
生
鯡
四
拾
七
万
四
百
弐
拾
疋
位　
　
　

一
、
早
割
千
束
位　
　
　

一
、
身
欠
七
百
弐
拾
本
位　
　
　

一
、
外
割
千
三
百
九
拾
束
位

　
　
　

一
、
数
之
子
百
七
拾
五
束
位　
　
　

一
、
塩
引
弐
万
三
千
六
百
九
拾
本
位　
　
　

一
、
秋
味
三
万
七
千
三
百
四
拾
本
位　
　
　

一
、
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筋
子
弐
百
七
拾
七
樽
位　
　
　

一
、棒
鱈
弐
百
五
拾
九
束
位　
　
　

一
、鱈
干
壱
万
七
千
九
百
四
拾
位　
　
　

一
、鮃
五
百
拾
束
位　
　
　

一
、

塩
鱈
五
万
三
千
七
百
九
拾
本
位　
　
　

一
、
同

弐
万
六
千
弐
百
本
位　
　
　

一
、
心
天
艸
弐
本
位　
　
　

一
、
細
若
和
布
三
千
四
百
八
拾

貫
匁
位　
　
　

一
、
花
新
昆
布
弐
千
四
百
三
拾
把
位　
　
　

一
、
駄
昆
布
六
百
四
拾
四
丸
位　
　
　

一
、
早
前
同
四
百
丸
位　
　
　

一
、
胴

結
同
五
百
四
拾
六
丸
位　
　
　

一
、
江
差
同
百
三
拾
三
丸
位　
　
　

一
、
サ
ス
カ
イ
昆
布
弐
百
五
拾
把
位　
　
　

一
、
袋
海
苔
八
拾
本
位　

　
　

一
、
松
前
鯨
小
壱
樽
位　
　
　

一
、
魚
粕
弐
百
三
拾
樽
位　
　
　

一
、
同
小
弐
拾
六
樽
位　
　

　

右
ハ
去
巳
年
中
松
前
産
物
取
扱
候
分
、
凡
取
調
如
斯
御
座
候
以
上　
　
　

午
四
月　
　
　

問
屋
」。

　
「
一
、
箱
館
・
松
前
・
江
差
江
是
迄
何
品
積
送
り
候
哉
。
但
、
凡
石
数
何
程
ニ
候
哉
。　
　
　

此
御
答　

積
出
し
穀
物
、
其
外
と
も
別
紙

凡
取
調
申
上
候
」。
酒
田
湊
よ
り
北
海
道
渡
島
半
島
南
部
の
函
館
・
松
前
・
江
差
へ
の
積
み
出
し
物
と
数
量
の
質
問
へ
の
答
え
は
、
次
の
別

紙
で
あ
る
。
表
は
俵
の
こ
と
。

　
「
一
、
庄
内
米
壱
万
弐
百
六
拾
表
位　
　
　

一
、
新
庄
米
弐
千
八
百
三
拾
表
位　
　
　

一
、
最
上
米
弐
千
弐
百
表
位　
　
　

一
、
白
米

五
千
六
百
表
位　
　
　

一
、
縄
四
万
千
八
百
五
拾
丸
位　
　
　

一
、
酒
九
百
四
拾
八
樽
位　
　
　
　
　

右
者
去
巳
年
中
松
前
表
江
積
下
り
候

分
、
取
調
如
斯
御
座
候
以
上　
　
　

午
四
月　
　
　

問
屋
」。

　
「
一
、
蝦
夷
地
産
物
取
扱
候
問
屋
、
何
人
程
有
之
候
哉
、
名
前
承
知
い
た
し
度
候　

但
、
船
方
よ
り
口
銭
何
程
ツ
ツ
受
用
致
し
来
候
哉
、

外
ニ
濱
役
其
外
遣
物
有
之
候
哉
」。
蝦
夷
地
産
物
取
扱
問
屋
名
と
交
易
に
要
す
る
経
費
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
す
る
「
此
御
答
」
は
次

の
別
紙
で
あ
る
。

　
「
藤
屋
傳
之
丞　

本
間
長
三
郎　

小
山
屋
八
右
衛
門　

齊
藤
屋
八
三
郎　

小
山
屋
三
六　
　
　
　
　

右
之
通
松
前
産
物
、
当
時
取
扱
候
問

屋
名
前
如
斯
御
座
候
以
上　
　
　

午
四
月　
　
　

問
屋
」。「
船
方
よ
り
請
取
口
銭
、
其
外
濱
役
壱
匁
壱
歩
八
厘
七
毛
五
拂
、
並
諸
掛
り
と
も

都
合
百
両
ニ
付
五
両
弍
歩
弍
朱
位
罷
成
申
候　

右
之
通
取
調
差
上
申
候
処
如
斯
御
座
候
以
上　
　
　

午
四
月　
　
　

問
屋
」。
商
品
の
売
買

で
、船
方
よ
り
受
取
る
手
数
料
や
商
品
に
課
せ
ら
れ
る
税
金
、雑
費
な
ど
は
、取
扱
い
荷
物
百
両
に
つ
い
て
約
五
両
二
歩
二
朱
と
答
え
て
い
る
。
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二
、
来
航
外
国
船
へ
の
対
処

　

十
八
世
紀
に
な
る
と
日
本
近
海
に
外
国
船
が
出
没
す
る
事
が
多
く
な
り
、
幕
府
は
そ
の
処
置
に
つ
い
て
度
々
指
令
を
出
し
て
い
る
。
十
九

世
紀
に
入
り
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
異
国
船
打
払
令
（
無
ニ
念
打
払
令
）、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
七
月
に
は
打
払
令
を
止
め
、

外
国
船
へ
の
薪
・
水
・
食
料
を
与
え
る
事
を
許
可
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
庄
内
藩
へ
も
幕
府
か
ら
通
達
さ
れ
、
酒
田
へ
も
直
ち
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
（
伊
東
家
文
書
『
御
用
帳　

天
保
十
二
年
、
十
三
年
』）。

　
「
異
國
船
渡
来
之
節
、
取
斗
方
之
儀
、
此
度
御
改
正
之
御
趣
意
を
以
、
被
仰
出
候
処
、
警
衛
向
之
義
ハ
弥
厳
重
ニ
い
た
し
、
人
数
並
武
器

之
手
當
等
、
是
迄
よ
り
ハ
一
段
手
厚
く
可
相
心
得
旨
相
達
候
、
右
ニ
付
海
岸
防
禦
之
面
々
ハ
、
向
後
備
之
人
数
相
増
、
手
當
可
申
付
置
候
、

尤
人
数
何
人
程
相
増
候
哉
の
趣
立
、
是
迄
之
備
之
人
数
を
始
、
兼
而
用
意
申
付
置
候
鉄
炮
・
石
火
矢
等
之
員
数
迄
、
銘
々
委
敷
書
出
シ
可
申

候
、
唯
今
迄
備
向
手
薄
ニ
而
、
事
済
候
分
も
、
若
取
か
さ
り
候
而
、
書
出
候
儀
抔
有
之
候
而
ハ
、
其
詮
も
無
之
候
間
、
聊
不
取
包
、
有
体
ニ

相
認
差
出
可
申
候
、
仮
令
、
手
薄
之
處
有
之
候
而
も
、
別
段
御
沙
汰
之
筋
ハ
有
之
間
敷
候
間
、
是
等
之
趣
心
得
違
無
之
様
可
致
候
」。

　

外
国
船
渡
来
時
の
取
り
計
ら
い
方
が
改
正
と
な
っ
た
。
し
か
し
海
岸
の
警
備
は
一
層
厳
重
に
す
る
こ
と
。
警
備
の
人
数
や
武
器
の
手
当
は

さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
。
海
岸
防
備
の
役
人
は
こ
れ
ま
で
の
人
数
や
武
器
を
調
べ
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
増
加
す
べ
き
人
員
や
武
器
を
く
わ
し

く
報
告
す
る
こ
と
。
今
ま
で
の
警
備
が
不
十
分
で
あ
っ
て
も
仕
方
が
な
い
こ
と
で
、
罰
す
る
こ
と
は
し
な
い
の
で
、
実
情
を
正
直
に
報
告
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
次
い
で
、

　
「
一
、
海
岸
之
國
々
津
々
浦
々
江
、
前
々
よ
り
異
國
船
漂
着
い
た
し
候
哉
、
又
ハ
沖
合
等
ニ
相
見
候
儀
留
記
有
之
分
ハ
、
不
殘
相
糺
書
出

可
申
候
、
も
っ
と
も
前
名
已
下
並
寺
社
領
迄
も
右
同
様
其
筋
へ
可
申
立
候
、
且
又
海
岸
之
繪
圖
委
細
取
調
、
並
浅
深
も
相
量
り
、
船
附
之
場

所
よ
り
城
下
・
陣
屋
迄
之
里
数
、
或
ハ
兼
而
人
数
差
出
置
候
臺
塲
・
遠
見
番
所
之
類
迄
認
込
、
差
出
候
様
可
致
候　

右
之
趣
、
前
名
已
上
已

下
共
海
邊
ニ
領
分
知
行
所
有
之
面
々
、
並
寺
社
領
ま
て
不
洩
様
可
被
相
觸
候
」。
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外
国
船
が
漂
着
し
た
時
や
沖
合
に
見
え
た
り
し
た
時
の
記
録
を
残
ら
ず
調
べ
報
告
す
る
こ
と
。
海
岸
の
絵
図
を
く
わ
し
く
調
べ
、
海
岸
の

深
浅
を
計
り
、
船
着
き
場
よ
り
城
下
・
陣
屋
ま
で
の
里
数
、
前
か
ら
人
を
派
遣
し
て
い
る
台
場
・
遠
見
番
所
の
た
ぐ
い
も
記
入
し
て
報
告
す

る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
事
を
海
岸
に
位
置
す
る
藩
や
知
行
所
、
寺
社
領
に
も
れ
ず
に
伝
え
る
こ
と
。
さ
ら
に
続
い
て
、

　
「
觸
出
之
趣
、津
々
浦
々
迄
早
々
相
届
候
様
取
斗
可
申
事　
　
　

異
國
船
渡
来
之
節
、無
ニ
念
打
拂
可
申
旨
、文
政
八
年
被
仰
出
候
、然
ル
處
、

當
時
萬
時
御
改
正
ニ
付
、
享
保
・
寛
政
之
御
改
事
ニ
被
復
、
何
事
ニ
よ
ら
す
御
仁
政
を
被
施
度
と
難
有
思
召
ニ
候
、
右
ニ
付
而
ハ
、
外
國
之

者
ニ
而
も
逢
難
風
ニ
漂
流
等
ニ
而
、
食
物
・
薪
・
水
を
乞
迄
ニ
而
渡
来
候
を
、
其
事
情
不
相
分
ニ
一
圖
ニ
打
拂
候
而
者
、
前
名
江
被
對
御
處

置
ニ
も
不
思
召
候
、
依
之
文
化
三
年
異
國
船
渡
来
之
節
取
斗
方
儀
ニ
付
、
被
仰
出
候
趣
ニ
相
復
候
様
被
仰
出
候
間
、
異
國
船
と
見
受
候
ハ
ハ

聢
と
様
子
相
糺
、
食
料
・
薪
・
水
等
乏
し
ク
、
歸
帆
難
成
趣
候
ハ
ハ
、
望
之
品
相
應
ニ
相
与
へ
、
歸
帆
可
致
旨
申
諭
」。

　

文
政
八
年
に
出
さ
れ
た
外
国
船
へ
の
無
ニ
念
打
払
令
を
止
め
、
幕
府
の
仁
政
に
よ
り
元
に
も
ど
す
。
難
風
に
逢
い
、
漂
流
な
ど
し
て
食

物
な
ど
を
求
め
て
き
た
外
国
船
を
理
由
も
わ
か
ら
ず
、
た
だ
打
ち
払
い
で
は
将
軍
や
幕
府
の
考
え
に
も
あ
わ
な
い
。
そ
れ
で
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
の
外
国
船
渡
来
の
時
の
取
り
計
ら
い
に
復
す
る
。
外
国
船
を
見
た
ら
し
っ
か
り
と
様
子
を
聞
き
た
だ
し
、
食
料
な
ど
が
不
足

し
て
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
望
み
の
品
を
与
え
、
帰
る
よ
う
に
諭
す
。
続
い
て
、

　
「
尤
、
上
陸
者
為
致
間
敷
候
、
併
此
通
被
仰
出
候
ニ
付
、
海
岸
防
禦
之
手
當
ゆ
る
か
せ
い
た
し
置
候
抔
心
得
違
、
又
ハ
猥
ニ
異
國
人
ニ
親

ミ
候
儀
等
い
た
し
間
敷
筋
ニ
付
、
警
衛
向
之
儀
ハ
弥
厳
重
ニ
い
た
し
、
人
数
並
武
器
手
當
等
之
儀
ハ
是
迄
よ
り
一
段
手
厚
、
聊
ニ
而
も
心
弛

ミ
無
之
様
心
得
可
申
候
、
若
、
異
國
船
よ
り
海
岸
之
様
子
を
う
か
か
ひ
、
其
場
所
人
心
之
動
静
ヲ
試
候
為
抔
ニ
鉄
砲
ヲ
打
懸
候
類
、
有
之
哉

も
難
斗
候
ヘ
共
、
夫
等
之
事
ニ
動
揺
不
致
、
渡
来
之
事
實
能
ニ
相
分
、
御
憐
恤
之
御
主
意
貫
キ
候
様
、
取
斗
可
申
候
、
左
共
、
彼
方
よ
り
乱

妨
之
始
末
有
之
候
歟
、
望
之
品
相
与
候
而
も
帰
帆
不
致
、
及
異
儀
候
ハ
ハ
、
速
打
拂
臨
機
之
取
斗
ハ
勿
論
之
事
ニ
候
、
備
向
手
當
之
義
ハ
猶

追
而
相
達
候
次
第
茂
有
之
哉
ニ
候
、
文
化
三
年
相
觸
候
趣
留
書
ハ
可
有
之
候
ヘ
共
、
為
心
得
別
紙
写
相
達
候
」。

　

し
か
し
、
上
陸
は
さ
せ
な
い
。
海
岸
防
御
を
ゆ
る
が
せ
に
し
た
り
、
外
国
人
と
親
し
く
し
な
い
。
海
岸
の
警
備
を
一
層
厳
重
に
し
、
外
国
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船
が
海
岸
の
様
子
を
う
か
が
っ
た
り
、
動
静
を
確
か
め
る
た
め
に
鉄
砲
を
打
ち
か
け
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
時
に
動
揺

す
る
こ
と
な
く
、
渡
来
の
事
実
を
よ
く
確
か
め
、
幕
府
の
情
け
あ
る
主
意
を
貫
く
よ
う
取
り
計
ら
う
事
。
先
方
よ
り
乱
暴
し
た
り
、
望
み
の

品
を
与
え
て
も
帰
ら
ず
、
文
句
を
言
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
直
ち
に
打
ち
払
い
な
ど
の
臨
機
の
処
置
を
取
る
の
は
も
ち
論
の
事
で
あ
る
。

防
備
に
つ
い
て
は
後
で
達
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
書
き
留
め
て
い
る
と
思
う
が
文
化
三
年
の
お
触
れ
を
伝
え
る
。
次
が
文
化

三
年
の
お
触
れ
で
あ
る
。

　
「
文
化
三
寅
年
相
觸
候
趣　
　

先
達
而
お
ろ
し
や
船
長
崎
江
渡
来
い
た
し
、
用
商
等
之
儀
相
願
候
ヘ
共
、
難
取
用
筋
ニ
付
、
其
旨
申
諭
、

先
年
与
へ
置
候
信
牌
も
取
上
之
、
已
来
乗
渡
間
敷
旨
堅
申
渡
、
帰
帆
為
致
候
ニ
付
再
渡
ハ
致
間
敷
候
ヘ
共
、
此
後
萬
一
漂
流
ニ
事
寄
乗
渡
、

何
連
之
浦
方
ニ
船
繋
申
間
敷
ニ
も
無
之
候
間
、
異
國
船
見
請
候
ハ
ハ
早
々
手
當
い
た
し
、
人
数
等
差
配
、
先
見
分
之
者
差
出
、
次
ニ
様
子
相

糺
、
弥
お
ろ
し
や
船
ニ
無
相
違
相
聞
候
ハ
ハ
能
々
申
諭
、
成
丈
穏
ニ
可
被
取
斗
候
、
尤
実
ニ
難
風
ニ
あ
ひ
漂
流
い
た
し
候
様
子
ニ
而
、
食
料
・

水
・
薪
等
乏
ク
、
直
ニ
帰
帆
難
相
成
次
第
ニ
候
ハ
ハ
、
相
應
ニ
其
品
与
ヘ
帰
帆
可
為
致
候
、
且
何
程
相
願
候
共
、
決
而
上
陸
ハ
不
為
致
、
帰

帆
迄
ハ
番
船
附
置
、
見
物
等
も
相
禁
し
、
其
段
早
々
可
有
注
進
候
、
尤
再
應
申
候
而
も
相
拒
、
帰
帆
不
致
及
異
儀
候
ハ
ハ
、
時
宜
ニ
應
し
不

及
伺
、
打
拂
其
旨
可
申
聞
候
、
右
体
之
始
末
ニ
到
候
節
ハ
、
諸
事
寛
政
三
亥
年
異
國
船
之
儀
ニ
付
相
觸
候
趣
ニ
准
し
取
斗
可
申
候　
　

右
之

趣
、
前
名
已
上
之
面
々
並
其
已
下
ニ
而
も
、
海
邊
ニ
領
分
・
知
行
所
所
有
之
面
々
江
不
洩
様
可
被
相
觸
候
」。

　

以
前
に
ロ
シ
ア
船
が
長
崎
で
通
商
を
求
め
た
際
、
こ
れ
を
断
り
、
渡
来
も
禁
止
し
た
の
で
再
び
来
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、
漂

流
に
か
こ
つ
け
て
海
辺
に
船
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
そ
の
時
は
早
く
処
置
し
、
見
分
の
者
を
出
し
て
、
様
子
を
確
か

め
る
。
本
当
に
ロ
シ
ア
船
で
あ
る
な
ら
な
る
だ
け
穏
や
か
に
取
り
計
ら
い
、
実
際
に
難
破
な
ら
必
要
な
品
物
を
与
え
、
帰
さ
せ
る
。
い
く
ら

願
わ
れ
て
も
上
陸
さ
せ
な
い
。
帰
る
ま
で
番
船
を
付
け
、
見
物
も
禁
止
。
帰
る
こ
と
を
い
く
ら
す
す
め
て
も
帰
ら
ず
、
異
議
を
申
し
立
て
る

場
合
は
、
指
図
を
受
け
な
く
と
も
打
ち
払
う
よ
う
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
外
国
船
に
対
す
る
お
触
れ
に
準
ず
る
よ
う
各
方
面
に
伝
え

る
こ
と
。
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天
保
十
四
年
十
月
、
今
ま
で
と
異
な
り
日
本
の
廻
船
も
太
洋
に
乗
り
出
し
、
朝
鮮
近
く
ま
で
出
か
け
る
船
も
出
て
き
た
。
外
国
船
と
見
間

違
い
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
三
本
帆
を
禁
止
し
て
い
た
。
さ
ら
に
遠
い
沖
合
を
乗
る
こ
と
と
外
国
船
と
に
て
い
る
帆
の
立
て
方
を
禁
止
す

る
。
違
反
し
た
場
合
は
必
ず
罰
す
る
と
い
う
次
の
觸
れ
が
幕
府
よ
り
大
目
付
に
出
さ
れ
た
。
こ
れ
が
酒
田
へ
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
外
国
船

渡
来
へ
の
緊
迫
感
が
益
々
強
ま
っ
て
き
た
。
ペ
ル
ー
の
浦
賀
来
航
ま
で
十
年
で
あ
る
。

　
「
近
年
、
北
國
筋
其
外
諸
國
之
廻
船
等
異
國
之
船
ニ
似
寄
候
帆
之
立
方
相
見
、
既
ニ
先
而
異
國
船
と
見
違
候
次
第
も
有
之
候
、
全
三
本
帆

之
儀
ハ
難
相
成
筋
ニ
候
處
、
追
々
太
洋
を
乗
候
様
子
已
前
ト
ハ
相
違
之
趣
、
殊
ニ
寄
朝
鮮
之
地
方
近
く
乗
懸
候
茂
有
之
由
、
其
外
遠
き
沖
合

を
乗
候
節
、
帆
之
立
方
異
國
船
ニ
似
寄
候
得
者
、
見
違
之
義
ニ
も
至
り
可
申
哉
、
依
之
已
来
ハ
異
國
船
ニ
紛
ハ
し
き
帆
之
立
方
い
た
し
並
遠

き
沖
合
を
乗
候
儀
可
為
停
止
候
、
若
、
觸
面
之
趣
相
背
に
お
ひ
て
ハ
吟
味
之
上
急
度
咎
可
申
付
候
、
右
之
通
御
料
ハ
御
代
官
、
私
領
ハ
地
頭

よ
り
不
洩
様
可
觸
知
も
の
也
」（
伊
東
家
文
書
『
天
保
十
四
歳　

御
触
帳
』）。

三
、
酒
田
か
ら
最
上
新
庄
・
米
沢
へ
の
商
い

　

酒
田
か
ら
最
上
地
方
の
新
庄
・
大
石
田
・
米
沢
へ
の
送
り
出
し
品
に
つ
い
て
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
記
録
で
あ
る
（
伊
東
家
文
書
『
寛

延
三
歳　

御
用
控
帳
』）。
米
沢
へ
の
大
網
口
の
陸
路
の
ほ
か
に
、清
川
口
で
は
最
上
川
舟
運
の
船
に
同
乗
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、陸
路
も
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
内
町
組
伊
兵
衛
と
申
者
壱
人
、
最
上
新
庄
へ
罷
越
申
候
間
、
上
茶
六
本
・
着
替
共
ニ
、
清
川
口
罷
通
り
申
候
様
ニ
御
裏
判
可
被
下
候
、

少
も
相
違
無
御
座
候
以
上　
　

午
三
月
十
六
日　
　

内
町
伊
兵
衛　

肝
煎
九
郎
右
衛
門
」。
内
町
伊
兵
衛
と
肝
煎
か
ら
伊
兵
衛
が
新
庄
へ
上

茶
六
本
と
着
替
え
を
持
っ
て
清
川
口
を
通
る
許
可
書
へ
の
裏
判
を
願
い
出
て
い
る
。
次
ぎ
か
ら
清
川
口
以
下
は
同
文
な
の
で
省
略
す
る
。
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三
月
十
七
日
、
細
肴
町
仁
助
と
肝
煎
久
三
郎
か
ら
く
じ
ら
二
駄
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
細
肴
町
仁
助
と
申
者
壱
人
、
最
上
新
庄
へ
商
ニ
罷

越
申
候
、
鯨
弐
駄
・
風
呂
敷
包
共
ニ
清
川
口
罷
通
り
〜
」。　
　

三
月
二
十
六
日
、
細
肴
町
太
次
右
衛
門
と
肝
煎
か
ら
綿
一
本
、「
細
肴
町
太

次
右
衛
門
と
申
者
、
最
上
新
庄
へ
商
ニ
罷
出
申
候
間
、
綿
壱
本
・
風
呂
敷
共
ニ
清
川
口
罷
通
り
〜
」。　
　

五
月
七
日
、
細
肴
町
多
次
右
衛

門
と
肝
煎
か
ら
に
し
ん
三
駄
、「
細
肴
町
多
次
右
衛
門
と
申
者
壱
人
、
鯡
三
駄
・
風
呂
敷
包
壱
ツ
共
ニ
最
上
新
庄
へ
罷
越
申
候
間
、
清
川
口

罷
通
〜
」。

　

五
月
十
五
日
、
内
町
利
兵
衛
と
肝
煎
市
郎
兵
衛
か
ら
利
兵
衛
家
内
の
伊
七
が
大
石
田
へ
塩
引
三
駄
、「
内
町
利
兵
衛
内
伊
七
と
申
者
壱
人
、

最
上
大
石
田
江
罷
越
申
候
間
、
塩
引
三
駄
共
清
川
口
罷
通
〜
」。　
　

五
月
十
九
日
、
細
肴
町
吉
蔵
と
肝
煎
か
ら
吉
蔵
せ
が
れ
吉
太
郎
が
新

庄
へ
に
し
ん
四
駄
、「
肴
町
吉
蔵
世
伜
吉
太
郎
と
申
者
壱
人
、
最
上
新
庄
へ
罷
越
申
候
間
、
鯡
四
駄
・
桶
壱
ツ
・
風
呂
敷
包
共
ニ
清
川
口
〜
」。

　
　

六
月
一
日
、
内
町
与
四
右
衛
門
と
肝
煎
か
ら
与
四
右
衛
門
家
内
の
七
之
助
が
大
網
口
よ
り
米
沢
に
に
し
ん
一
駄
、「
内
町
与
四
右
衛
門

内
七
之
助
と
申
者
壱
人
、
最
上
米
沢
へ
罷
出
申
候
間
、
鯡
壱
駄
・
風
呂
敷
包
共
ニ
大
網
口
〜
」。　
　

六
月
十
七
日
、
細
肴
町
多
次
右
衛
門

と
肝
煎
か
ら
新
庄
へ
ま
ぐ
ろ
三
駄
、「
細
肴
町
多
次
右
衛
門
と
申
者
壱
人
、
鮪
三
駄
・
風
呂
敷
包
共
ニ
最
上
新
庄
江
罷
越
申
候
間
、
清
川
口
〜
」。

四
、
世
相
あ
れ
こ
れ

　

イ
、
社
寺
の
修
復
費
を
賄
う
た
め
に
度
々
興
行
が
催
さ
れ
た
。「
〜
酒
田
の
世
相　

二
」
で
も
二
番
町
に
あ
る
愛
宕
堂
で
の
踊
物
ま
ね
興

行
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

　

次
は
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
日
吉
祠
官
斎
藤
山
城
守
、
内
町
組
と
米
屋
町
組
大
庄
屋
斎
藤
半
内
・
伊
東
傳
内
・
池
田
吉
兵
衛
・
野

附
七
郎
左
衛
門
か
ら
御
町
奉
行
所
に
出
さ
れ
た
晴
天
十
四
日
間
の
か
る
わ
ざ
芝
居
興
行
の
許
可
願
い
で
あ
る
。
浜
田
一
丁
目
に
あ
る
日
枝
神
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社
の
屋
根
大
破
、
外
回
り
の
柱
が
傷
ん
だ
が
、
氏
子
が
最
近
困
窮
し
て
修
復
出
来
な
い
か
ら
と
し
て
い
る
。

　
「
乍
恐
以
書
附
奉
願
候　
　

拙
者
相
守
候
亀
ケ
崎
御
城
内
正
一
位
日
吉
社
之
儀
ハ
、
最
上
義
光
公
よ
り
高
拾
七
石
八
斗
四
升
弐
合
之
地
方

御
寄
附
被
成
下
、
御
墨
印
所
持
ニ
付
、
〜
、
右
日
吉
社
之
儀
、
弐
拾
五
年
已
前
葺
替
仕
候
処
ニ
、
近
年
屋
根
殊
之
外
大
破
仕
、
其
上
外
廻

り
柱
等
痛
申
候
ニ
付
、
葺
替
仕
、
外
廻
柱
等
茂
修
覆
仕
度
奉
存
候
得
共
、
日
吉
之
氏
子
近
年
別
而
困
窮
仕
、
右
修
覆
成
兼
候
、
依
之
奉
願
候
、

今
度
日
吉
之
社
地
ニ
而
か
る
わ
さ
芝
居
相
立
申
度
奉
存
候
、
右
寄
錢
ヲ
以
葺
替
建
立
仕
度
奉
存
候
間
、
以
御
慈
悲
晴
天
十
四
日
、
来
ル
五
月

中
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ハ
、
拙
者
儀
者
不
及
申
、
氏
子
之
者
迄
難
有
仕
合
可
奉
存
候
、
氏
子
頭
以
連
判
奉
願
候
通
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
候

以
上　
　

子
五
月
」。

　

願
い
は
酒
田
町
奉
行
所
と
寺
社
御
役
所
か
ら
許
可
さ
れ
、
興
行
収
入
十
二
両
で
葺
き
替
え
し
、
人
足
代
は
内
町
組
と
米
屋
町
組
で
半
々
の

負
担
で
あ
る
。「
享
保
十
七
子
年
、
元
宮
境
内
軽
業
芝
居
、
晴
天
十
四
日
奉
願
候
通
被
仰
付
、
歩
錢
金
拾
弐
両
ニ
而
葺
替
致
シ
、
人
足
代
内

町
米
屋
町
半
々
出
シ
候
、
〜
」。
な
お
、
祠
官
と
大
庄
屋
四
人
の
「
口
上
之
覚
」
に
「
此
度
罷
下
申
候
小
鷹
十
之
助
と
申
候
か
る
わ
さ
師
」

と
あ
る
。（
伊
東
家
文
書
『
御
用
帳
』）。

　

ロ
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）、「
外
之
町
専
助
忰
千
松
と
申
者
壱
人
、
最
上
新
庄
へ
罷
越
申
候
間
、
澁
紙
包
壱
ツ
共
ニ
清
川
口
罷
通
申
候

様
ニ
御
裏
判
可
被
下
候
、
少
も
相
違
無
御
座
候
以
上　
　

午
七
月
八
日　
　

外
之
町
専
助　

肝
煎
幸
助
」、「
右
者
内
々
不
埒
之
儀
有
之
、
肝

煎
切
ニ
追
放
い
た
し
候
者
」（
伊
東
家
文
書
『
寛
延
三
歳　

御
用
控
帳
』）。

　

千
松
が
新
庄
に
追
放
の
罪
の
内
容
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、「
内
々
不
埒
」「
肝
煎
切
ニ
追
放
」
と
あ
る
か
ら
、
表
ざ
た
に
な
ら
な
い
罪
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
肝
煎
に
ま
か
せ
ら
れ
た
追
放
と
思
わ
れ
る
。
清
川
口
通
行
の
裏
判
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
奉
行
所
の
内

諾
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ハ
、
最
上
川
下
流
で
は
古
く
か
ら
八
ツ
目
う
な
ぎ
や
鮭
な
ど
の
川
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
税
と
し
て
役
銀
・
御
役
鮭
が
酒
田
の
御
肴
蔵
に

納
め
て
い
る
。
漁
業
権
や
漁
場
を
め
ぐ
る
争
い
も
多
か
っ
た
。
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次
は
明
和
三
戌
年
（
一
七
六
六
）
七
月
、
酒
田
桜
小
路
（
現
日
吉
町
二
丁
目
）
百
助
・
肝
煎
権
助
と
新
井
堀
村
半
右
衛
門
・
肝
煎
勘
太
郎

か
ら
、納
屋
小
右
衛
門
と
猟
師
町（
現
船
場
町
一
丁
目
・
日
吉
町
二
丁
目
）の
者
が
預
か
っ
て
い
た
鮭
漁
を
今
迄
よ
り
御
役
鮭
を
百
五
十
尺（
匹
）

増
の
三
百
四
十
八
尺
、
外
に
今
年
一
か
年
寸
志
金
五
十
両
、
猟
師
か
ら
は
今
迄
通
り
の
諸
猟
御
役
銭
二
十
二
貫
を
納
め
る
の
で
、
今
年
よ
り

五
か
年
間
納
屋
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
酒
田
御
肴
蔵
御
役
人
へ
の
願
い
で
あ
る
。

　
「
御
役
鮭
上
納
仕
候
ニ
付
御
請
證
文
指
上
申
事　
　

一
、
水
鮭
百
九
拾
八
尺　

去
酉
年
迄
納
屋
小
右
衛
門
上
納
高　
　

一
、
同
百
五
拾
尺

　

当
年
よ
り
増
御
役
上
納　
　

〆
三
百
四
拾
八
尺　
　

外
ニ　

一
、
金
五
拾
両　

為
寸
志
当
年
壱
ケ
年
御
為
金
ニ
指
上
申
候　
　

一
、
錢
弍

拾
弍
貫　

酒
田
猟
師
共
諸
猟
御
役
口
今
迄
之
通
り
年
々
五
月
中
御
土
蔵
江
上
納
可
仕
候　
　
　

右
者
唯
今
迄
、
納
屋
小
右
衛
門
並
猟
師
町
之

者
共
江
御
預
ケ
被
指
置
候
鮭
網
引
場
、
今
度
奉
願
、
当
年
よ
り
増
御
役
百
五
十
尺
、
都
合
三
百
四
拾
八
尺
宛
年
々
上
納
可
仕
候
間
、
当
年
よ

り
寅
年
迄
五
ケ
年
之
間
、
拙
者
共
へ
納
屋
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
候
所
、
願
之
通
被
仰
付
、
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
右
御
役
鮭
御
手
閊
無
御

坐
候
様
、
年
々
酒
田
御
肴
蔵
江
急
度
上
納
仕
候
、
尤
皆
済
不
仕
候
内
者
、
壱
本
成
共
取
散
申
間
敷
候
、
為
其
御
請
證
文
如
此
御
座
候
」。

　

百
助
・
半
右
衛
門
は
御
役
鮭
を
上
納
す
る
ま
で
は
一
本
の
鮭
さ
え
も
外
に
取
り
散
ら
か
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
し
て
納
屋
が
許
可
さ

れ
た
。
台
町
（
現
日
吉
町
二
丁
目
）
の
市
左
衛
門
か
ら
も
同
様
の
願
い
が
郡
代
所
に
出
さ
れ
た
。
納
屋
に
仰
せ
付
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
が
、
御
肴
蔵
を
管
轄
下
に
置
く
町
奉
行
所
を
通
さ
ず
、
郡
代
所
に
直
接
出
し
た
こ
と
か
ら
不
届
き
と
し
て
、
町
役
人
に
市
左
衛
門
の
口
上

書
を
取
り
上
げ
さ
せ
、
慎
み
を
命
じ
ら
れ
、
百
助
等
が
納
屋
と
な
っ
た
。

　
「
右
之
通
百
助
・
半
右
衛
門
よ
り
相
願
申
候
所
、
被
仰
付
候
、
尤
臺
町
市
左
衛
門
と
申
者
、
右
同
様
ニ
相
願
申
候
得
共
、
不
被
仰
付
候
、

市
左
衛
門
此
方
へ
も
相
届
ケ
不
申
、
直
ニ
御
郡
代
所
へ
相
願
申
候
ニ
付
、
御
奉
行
所
ニ
而
も
不
届
ニ
思
召
候
間
、
酒
田
町
仲
ケ
間
を
以
市
左

衛
門
口
上
書
取
候
、
其
後
急
度
慎
被
仰
付
候
、
市
左
衛
門
所
へ
納
屋
被
仰
付
候
筈
之
所
、
御
奉
行
所
よ
り
郡
代
所
へ
も
右
不
埒
之
訳
被
仰
遣

候
間
、
両
人
へ
被
仰
付
候
」。（
野
附
家
文
書
『
明
和
三
年　

諸
御
用
控
帳
』）。

　

ニ
、
酒
田
町
組
の
総
鎮
守
で
あ
る
下
の
日
枝
神
社
は
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
寺
町
・
大
信
寺
境
内
か
ら
の
火
災
で
類
焼
し
た
。
本
間
四
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郎
三
郎
光
丘
が
施
主
と
な
り
天
明
四
年
再
建
に
着
手
、
同
八
年
（
一
七
八
八
）
に
竣
工
、
同
年
八
月
十
三
日
に
盛
大
な
遷
宮
式
が
行
わ
れ
た
。

現
在
の
社
殿
で
あ
る
（『
飽
海
郡
誌
』）。
次
は
こ
の
時
の
遷
宮
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
録
の
一
部
で
あ
る
。（
野
附
家
文
書
『
天
明
八
年　

諸

御
用
控
帳
』）。

　
「
下
の
山
王
別
当
斎
藤
縫
殿
頭
・
不
動
院
罷
出
候
ハ
、
當
十
二
日
よ
り
十
八
日
迄
山
王
遷
宮
ニ
付
、
御
断
申
上
候
、
〜
」。
そ
し
て
遷
宮
の

時
に
「
祭
礼
之
節
之
通
乗
馬
」
を
「
右
馬
乗
之
儀
、
両
別
當
よ
り
申
出
候
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
「
今
度
、
下
之
山
王
遷
宮
ニ
付
、
祭
礼
之

節
之
通
練
も
の
指
出
呉
候
様
ニ
申
出
候
、
此
儀
者
、
本
間
四
郎
三
郎
殿
よ
り
御
内
々
御
願
申
上
候
様
〜
」
と
、
本
間
家
か
ら
内
々
の
願
い
で
、

遷
宮
の
時
の
行
列
に
、
山
王
の
祭
礼
時
の
よ
う
に
山
車
な
ど
の
練
り
物
を
出
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
が
出
さ
れ
た
。「
下
之
山
王

遷
宮
ニ
付
、
酒
田
町
ハ
一
町
切
ニ
笠
鉾
等
差
出
、
賑
候
度
相
聞
申
候
、
右
ニ
付
辻
々
ニ
も
立
札
い
た
し
候
図
左
之
通
」
で
、「
九
月
十
二
日

よ
り
十
八
日
マ
テ　

鎮
守
山
王
宮
正
遷
座　

同
月
十
三
日
御
神
輿
渡
御
」
の
立
札
が
町
の
角
々
に
立
て
ら
れ
た
。

　

お
み
こ
し
渡
御
の
十
三
日
の
行
列
は
、「
笠
鉾
廿
四
出
候
由
、
其
外
中
町
よ
り
四
天
王
共
六
人
出
候
、
猟
師
町
弁
才
船
出
候
、
〜
」、
酒
田

町
組
の
町
々
か
ら
笠
鉾
二
十
四
な
ど
、
内
町
組
か
ら
「
奴
コ
」
な
ど
、
米
屋
町
組
か
ら
は
「
幟
、
馬
乗
と
も
」。「
龍
厳
寺
（
遷
宮
導
師
）
か

み
し
も
ニ
而
出
ル
、
縫
殿
頭
も
か
み
し
も
ニ
而
出
ル
、
山
伏
大
勢
出
、
賑
々
敷
事
ニ
候
」。「
本
間
四
郎
三
郎
殿
」
は
馬
脇
な
ど
六
人
を
従
え
、

馬
乗
で
出
る
。「
壱
ノ
丁
よ
り
七
ノ
丁
迄
角
々
江
さ
や
か
け
俵
積
、
青
竹
を
立
、
ま
と
ゐ
を
付
、
中
町
ハ
大
工
町
角
よ
り
臺
町
迄
同
様
、
寺

町
ハ
近
江
屋
次
郎
八
よ
り
坂
下
迄
同
断
〜
」
で
あ
る
。

　

ホ
、
天
明
八
年
、「
九
年
以
前
盗
米
買
取
候
不
届
ニ
付
、
川
南
江
追
放
申
付
」
の
「
酒
田
八
軒
町
番
人
長
兵
衛
」、
そ
れ
に
四
年
以
前
利
右

衛
門
小
路
の
町
医
師
と
「
及
口
論
候
不
届
ニ
付
、
川
南
江
追
放
」
の
同
小
路
弥
左
衛
門
・
仁
左
衛
門
か
ら
追
放
御
免
が
願
い
出
さ
れ
た
。
そ

れ
で
酒
田
町
組
大
庄
屋
栗
林
、
米
屋
町
組
同
野
附
、
町
年
寄
か
ら
御
町
奉
行
所
に
「
〜
此
度
御
免
被
仰
付
候
而
も
、
町
内
指
障
之
筋
無
之
候

哉
可
申
上
旨
被
仰
渡
奉
畏
候
、
依
之
段
々
相
尋
候
所
、
右
三
人
之
者
共
御
免
被
仰
付
候
而
も
、
於
町
内
差
障
候
儀
無
御
座
候
〜
」
が
出
さ
れ

た
（
野
附
家
文
書
『
天
明
八
年　

諸
御
用
控
帳
』）。
追
放
御
免
に
な
っ
て
も
町
内
に
は
差
し
障
り
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。




